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〈日刊海事プレス・2001年6月29日掲載〉

SITCジャパン、
東京事務所開設
山東省国際貨運代理公司（SITC）は東京駐在
員事務所を移転し、7月2日から新事務所で
営業を開始する。これまでの中国本社の駐在
員事務所から、SITCの日本総代理店である
SITCジャパン（本社＝神戸）の東京事務所へ
と体制を変更した。東京事務所長は駐在員事
務所長だった呂開献氏が務める。

〈日刊海事プレス・2005年12月13日掲載〉

SITCジャパン
設立10周年記念
パーティー
SITCグループは9日、SITCジャパンの設立10
周年を記念し、都内でパーティーを開催した。楊
現祥総裁は「SITCグループは1991年に発足し、
今ではグループ全体で1500人、SITCジャパン
で30人の社員を抱える。外航コンテナ航路、内
航、ロジスティクス、ターミナル、船舶管理、船
主業と6つの事業が柱だ。今後も、顧客の満足
度向上に全力を挙げていく」とあいさつした。

〈日刊海事プレス・2006年10月3日掲載〉

SITC大阪で
新造船竣工と
支店開設の祝賀会
SITCグループは9月29日、大阪で新造コンテ
ナ船“SITC Tianjin”の竣工および大阪事
務所の支店昇格を記念した祝賀パーティー
を開催した。楊現祥総裁は「SITCの日本航
路は、日中初のウィークリーシャトルサービス
として関西から始まった。SITCの中でも依然
として重要な位置を占めており、これからも
良いサービスを提供したい」とあいさつした。

「海事プレス社が報じたSITC」をピックアップ。
SITCの日本法人が設立されてから20年。海事プレス、CARGOには、さまざまな記事が掲載されています。

〈日刊海事プレス・2011年３月22日掲載〉

SITCジャパンは17日夕、東日本大震
災の被災地復興支援策の拡充検討な
どを含む「がんばれニッポン!」と題し
た呂開献社長のメッセージを公表し
た。呂社長は、「震災はまだ進行中だ

が、日本社会や日本人の地震後の対応
に敬意を表したい。公私にわたってお
世話になってきた日本に、これから大
いに恩返させていただきたい。頑張れ、
ニッポン! 日本、加油!」と結んだ。

SITCジャパン呂社長が「がんばれニッポン!」
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山東省国際貨運代理公司の設立から2014年まで、SITCグループのコン
テナ貨物取扱量の推移をグラフ化した。ほぼ一貫した輸送量増加の傾向
がみてとれる（グラフの数値は実入り実績）。

▶▶▶ SITCのコンテナ貨物輸送実績

中国の民間物流グループ最大手、SITC
グループは6日、香港証券取引所に新規
株式公開（IPO）した。楊現祥CEOは、
傘下のSITCコンテナラインズ向けの船
隊整備に関し、主力船型の1000TEU

型船25隻を3年以内に新規調達する
計画を表明。サービス面では、日本と東
南アジアを結ぶ直航サービスの増設を
検討中で、その足掛かりとなる日本―
華南航路を近く新設する方針を示した。

SITCグループ、香港証取に上場

〈日刊CARGO・2010年10月29日掲載〉
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■トップインタビュー／山東省海豊国際貨運（集団）公司 楊紹鵬総裁
〈月刊ＣＡＲＧＯ・2000年５月号掲載〉

■ＳＩＴＣジャパン・呂開献新社長にインタビュー
〈日刊海事プレス・2004年7月9日掲載〉

〈日刊CARGO臨時増刊号「アセアン物流特集」・2015年7月掲載〉

■SITCコンテナラインズ、顧客志向でアジア展開推進
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※パネル内の社名は基本的に、掲載時のものを使用しています。


